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太陽電池式カマグ定置供給システム 

【ｵ ｵｰ ｰﾄ ﾄｶ ｶﾏ ﾏｸ ｸﾞ ﾞN NT T】 

１．概要 

・本システムは、危険な冬期路面に環境にやさしい液状凍結防止剤「カマグ」を自動 

的に散布することで、すべり難い路面の形成を目的に開発された製品です。本シス 

テムの主要ユニットは、カマグ貯蔵タンク部・カマグしみ出し部・流量制御ボック 

ス部・電装ボックス部と太陽電池部から構成されております。 

・液状凍結防止剤「カマグ」は、路面に敷設されたカマグしみ出し部から自動的に路 

面に供給され、車両の繰り返し通行で前方に運ばれることにより、路面の凍結防止 

として作用します。 

・従来タイプの《オートカマグ》に、外観、しみ出し制御機能、表示機能等の改良を 

加えた製品が、《オートカマグ NT》です。 

２．路面凍結防止の考え方 

・本システムによる路面凍結防止とは、液状凍結防止剤「カマグ」の効果範囲（車両 

による拡散範囲）で滑り難い路面を形成する事です。すなわち、凍結防止剤の効果 

範囲で凍結路面の滑り摩擦係数を 0.25 以上とする事で、舗装路面を凍結防止剤の 

効果範囲に渡り、全て露出（＝消雪）することではありません。 

３．特長 

１）液状凍結防止剤「カマグ」の自動供給 

液状凍結防止剤「カマグ」を自動的に路面に供給し、路面の凍結防止を行います。 

２）ソーラーシステムによる省エネ型カマグ供給制御 

ソーラーシステムを使用し、外気温センサ－とタイマ－からの出力信号でカマグ 

供給モ－タバルブを適宜 ON／OFF し、液状凍結防止剤「カマグ」の供給を制御 

しますので、商用電源を用意する必要も、常時電力を使用することもありません。 

尚、設置箇所が日陰となりやすい場合は、商用電源仕様として、また、降雪セン 

サー等もオプション対応が出来ます。 

３）液状凍結防止剤「カマグ」の少量使用 

液状凍結防止剤「カマグ」の使用量は、1 冬期シ－ズン当たり約 2m 3 程度と少な 

いものです。また、冬期シーズン始め、及び終わりの期間におきましては、マニ 

ュアル操作により、しみ出し量を少量に制御する事が出来ます。さらに極寒期は 

しみ出し量を多量にする事も可能です。



４）《オートカマグ NT》の特長 

《オートカマグ NT》は、従来の《オートカマグ》に、以下の特長が付加されて 

います。 

ａ．気温低下時の凍結防止効果アップ 

ｂ．操作性アップ 

ｃ．急な降雪時にも対処可能 

ｄ．稼働状況をランプで表示 

ｅ．スマートなスタイル 

ａ．気温低下時の凍結防止効果アップ 

《オートカマグ NT》は、《オートカマグ》には 1 組しか装備していないしみ出 

しをコントロールする温度センサー、タイマー、モーターバルブ、及びしみ出し 

流量調節器を 2 組装備しています。それにより、 2 段階の温度設定が可能となり、 

気温低下時には、しみ出し量を増加することが出来ますので、より凍結防止効果 

を増大させることが出来ます。また、2 段階の温度設定それぞれに対して、しみ 

出し制御時間、しみ出し流量を設定できますので、気象及び交通状況に即した調 

整が可能です。 

ｂ．操作性アップ 

しみ出し流量調整器は、従来は六角レンチやスパナ等の工具を使用しないと調整 

できないようになっていました。《オートカマグ NT》に装備します流量調整器 

は、その調整に工具を必要とせず、また個々の調整だけでなく 4 個のしみ出し流 

量をまとめて調整できるように改良を施しています。 

ｃ．急な降雪時にも対処可能 

上記ａ．にて述べました 2 組のしみ出しコントロールの内、その 1 組を降雪セン 

サーに置き換えることが可能です。この場合は、低温時の凍結防止効果に加えて、 

降雪時にも凍結防止効果をもたらすことが可能となります。但し、消費電力の関 

係上、降雪センサー装備は、商用電源仕様となります。 

ｄ．稼動状況をランプで表示 

現在しみ出しているのか否かの確認を容易にするため、LED 使用のしみ出し中 

表示灯を壁面パネルに設置致しました。 

ｅ．スマートなスタイル 

《オートカマグ》と比較して、タンク、電装ボックス、及び太陽電池等の突出を 

極力抑えたスマートな形状としました。



【 オ オ ー ー ト ト カ カ マ マ グ グ N NT T】の推奨設置箇所 

１．坂道（特に下り坂で前方が交差点やカ－ブになっている場所） 

２．トンネルの入口 

３．橋の入口 

４．カ－ブの入口 

５．スリップ事故が多い場所や予測される場所 

【 オ オ ー ー ト ト カ カ マ マ グ グ N NT T】に使用する凍結防止剤 

１．本システムに使用できる凍結防止剤は、液状凍結防止剤「カマグ」シリーズです。 

他の凍結防止剤を使用した場合、様々な不具合を発生するので、必ず「カマグ」シ 

リーズをご使用下さい。 

２．本システムには、微少流量調整オリフィスを使用しているため、固体凍結防止剤を 

溶解した液状凍結防止剤は使用出来ません。これは、固体凍結防止剤を水で溶解し 

た場合、残存する微小結晶や、微少流量調整オリフィス内で析出する結晶で目詰り 

を起こし、しみ出し部への凍結防止剤の供給が、不能となる恐れが高いためです。 

３．腐食性のある液状凍結防止剤や、浮遊物を含む液状凍結防止剤を使用すると異常を 

きたします。更に、液状凍結防止剤でも、濃度上昇において急激な凝固点上昇（凍 

結温度上昇）をするものは、路面凍結の原因となります（注１）。 

（注１）「カマグ」シリ－ズ以外の薬剤は、雪氷路面に凍結防止剤が存在する状態で、 

雪が降らず、天気が良く冷え込みが続く場合、路面の水分がタイヤの摩擦熱 

等で蒸発して凍結防止剤の濃度が上昇すると、路面が凍結する場合がありま 

す。 

【 オ オ ー ー ト ト カ カ マ マ グ グ N NT T】の推定ランニングコスト 

１．稼働日 
12 月中旬から 3 月中旬迄の 90 日間 

２．液状凍結防止剤「カマグ」使用量 
1 日平均 22�で 1 シ－ズン（90 日間）1,980�（2,000�程度）。尚、この使用量は 

前記２の「路面凍結防止の考え方」によります。
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【 オ オ ー ー ト ト カ カ マ マ グ グ N NT T】の効果範囲 

１．平成 8 年度、美唄市における実証試験（通過車両約 1,000 台／日）の結果、弊社液 

状凍結防止剤「カマグ」は、その効果範囲がしみ出し部前方約 450m にも及びまし 

た。 

２．弊社液状凍結防止剤「カマグ」シリ－ズは、成分にグリセリンを配合しているため、 

この効果は他の凍結防止剤より大きなものであります。 

【 オ オ ー ー ト ト カ カ マ マ グ グ N NT T】の構成 

１．全体構成概要図 

２．平面概要図


